
 
 
 
 

　総則・評価特別部会　取りまとめ（案）から　② 

 

 

　　 

調整授業時数制度の具体化　その２ 

 
３　裁量的な時間（学習枠）の要件 
 
（１）学習指導要領に定める各教科等の内容に 

該当しない、もしくはいずれか一つの教科 
等に当てはめるのが困難な学習活動である 
こと。 

 
（２）各教科等の内容にも一部該当しうる学習 

活動を行う場合は、当該内容について各教 
科等の教育課程において適切に扱うことと 
した上で、児童・生徒の興味・関心の高ま 
り等を踏まえて学習を拡充・発展させたり、 
試行的な取組を行ったり、あるいは、個々 
の課題の大きい内容をフォローする取組を行ったり、学年区分を超えて縦割りで実施したり 
するなど、付加的な学習活動として行うこと。 

 
（３）児童・生徒の実態を踏まえ、学校教育法に定める教育の目標の実現に特に資すること。 
 
（４）各学校の学校教育目標・教育課程編成に係る基本方針・年間指導計画等に基づく組織的な 

取組であること。 
 
（５）発達の段階に即して適切なものであること。 
 
（６）児童・生徒の転出入に対する配慮等の教育上必要な配慮がなされていること。

源 流 
第３２２号　　教育長　　儘田　文雄 

素直な心がもたらすもの 

 

 

 

 

  
 
 

※ 人間の伸びる条件の筆頭は、素直さであると思います。 

京セラ名誉会長、ＫＤＤＩ最高顧問、日本航空名誉顧問　稲盛和夫  

感謝の心が幸福の呼び水なら、素直な心は進歩の親であるかもしれません。自分の
耳に痛いこともまっすぐな気持ちで聞き、改めるべきは明日といわず、今日からすぐ
に改める。そんな素直な心が私たちの能力を伸ばし、心の向上を促します。 

　　　　　　　　　　出典：「稲森和夫一日一言　運命を高める言葉」（稲盛和夫著　致知出版社）


